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道
元
禅
師
撰

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
に
お
け
る
舎
利
供
養

桐

野

好

覚

鎌
倉
期

の
旺
盛
な
舎
利
信
仰
に
対
す
る
道
元
禅
師

(
=

一〇
〇
～

一
二

五
三
)
の
態
度
、
及
び
そ
れ
を
巡
る
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
既
に
拙
稿

「道
元
禅
師

の
舎
利
崇
用
批
判
を
め
ぐ
る

一
考
察
」

(『宗
学
研
究
』
第
四

一
号
、

一
九
九
九
年
)
に
て
論
考
を
試
み
た
。
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻

二
の
示
衆

に
見
ら
れ
る
如
く
、
得
悟
を
そ
の
功
徳
と
し
て
措
定
し
行
わ

れ
る
舎
利
崇
拝

・
舎
利
供
養
を
道
元
禅
師
は
批
判
す
る
。
し
か
し
舎
利

供
養
を
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

『舎
利
相
伝
記
』
に

記
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
僧
舎
利

へ
の
強

い
関
心
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ

っ

て
、
舎
利
信
仰
に
対
す
る
道
元
禅
師

の
距
離
感
の
取
り
方

へ
の
解
釈
は

俄
に
は
決
し
難

い
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
道
元
禅
師
御
真
筆
と
さ

れ
る

『羅
漢
供
養
講
式
文
』

(草
稿
本

・
断
簡
)
の
第
五
門

「供
世
尊
舎

利
」
に
関
し

て

一
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一

『羅
漢
供
養
講
式
文
』

は
、
石
川
県
大
乗
寺
と
愛
知
県
全
久
院
に
同

一
草
案
本
か
ら
の
断
簡
が
現
存
す
る
。
本
式
文
は
、
羅
漢
尊
者
講
賛
に

続

い
て

要
略
有
五
門
　

。

一
明
住
所
名

号
、

二
明
興
隆
利
益
、

三
明
福

田
利

益
、

四

明
除
災
利
益
、
五
供
世
尊
舎
利

　
。
(春
秋
社

『道
元
禅
師
全
集
』
<以
下

『全

集
』
と
略
称
>
巻
七
、

二
八
八
頁
)

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
五
門
に
分
か
っ
て
供
養
讃
嘆
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
大
乗
寺
本
は
第

一
門
末
尾
の
頒
の
前
ま
で
、
全
久
院
本
は
第
二
門

か
ら
第
四
門
の
冒
頭
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
第

一
門

「明
住
所
名
号
」
に
て

「法
住
記
云
」
と
し
て
そ
の

名
号
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
式
文
に
て
讃

え
ら
れ
る
羅
漢
と
は
十

六
羅
漢
の
こ
と
で
あ
る
。
『法
住
記
』
、
即
ち
詳
名

『大
阿
羅
漢
難
提
密

多
羅
所
説
法
住
記
』
は
、
そ

の
名
を
慶
友
と
漢

訳
さ
れ
る
難
提
密
多
羅

の
所
説
で
、
十
六
羅
漢

の
思
想
は
本
書
を
端
緒

と
す
る
と
い
う
。

道
元
禅
師
が

「法
住
記
云
」
と
し
て
引
用
す
る
箇
所
は
、
『法
住
記
』

本
文
で
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
と
住
所
を
別
項
立

て
て
記
さ
れ
て
お
り
、

式
文
の
割
注
に

「己
上
此
即
依
多
分
住
、
如
是

証
也
」

(『全
集
』
巻
七
、

二
九
〇
頁
)
と
附
記
さ
れ
る
如
く
、
式
文
に
お

い
て
の
繁
雑
さ
を
嫌

っ
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た
抄
出

・
略
合
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『法
住
記
』
は
そ
れ
ら
を
記
す
に

続
け
て
次

の
よ
う
に
十
六
羅
漢
の
住
世
護
法
の
次
第
を
載
せ
て
い
る
ゆ

如
是
十
六
大
阿
羅
漢
。
護
持
正
法
饒
益
有
情
。
至
此
南
謄
部
洲
人
寿
極
短
至

於
十
歳
。
刀
兵
劫
起
互
相
諫
裁
。
仏
法
爾
時
当
暫
滅
没
。
刀
兵
劫
後
人
寿
漸

増
至
百
歳
位
。
此
洲
人
等
厭
前
刀
兵
残
害
苦
悩
復
楽
修
善
。
時
此
十
六
大
阿

羅
漢
。
与
諸
春
属
復
来
人
中
。
称
揚
顕
説
無
上
正
法
。
度
無
量
衆
令
其
出
家
。

為
諸
有
情
作
饒
益
事
。
如
是
乃
至
此
洲
人
寿
六
万
歳
時
。
無
常
正
法
流
行
世

間
熾
然
無
息
。
後
至
人
寿
七
万
歳
時
。
無
上
正
法
方
永
滅
没
。
時
此
十
六
大

阿
羅
漢
。
与
諸
春
属
於
此
洲
地
倶
来
集
会
。
以
神
通
力
用
諸
七
宝
造
翠
堵
波

厳
麗
高
広
。
釈
迦
牟
尼
如
来
応
正
等
覚
。
所
有
遺
身
駄
都
皆
集
其
内
。
爾
時

十
六
大
阿
羅
漢
。
与
諸
春
属
饒
窒
堵
波
。
以
諸
香
花
持
用
供
養
恭
敬
讃
嘆
。
緯

百
千
匝
購
仰
礼
已
。
倶
昇
虚
空
向
窄
堵
波
作
如
是
言
。
敬
礼
世
尊
釈
迦
如
来

応
正
等
覚
。
我
受
教
勅
護
持
正
法
。
及
与
天
人
作
諸
饒
益
。
法
蔵
已
没
有
縁

已
周
今
辞
滅
度
。
説
是
語

一
時
倶
入
無
余
涅
槃
。
先
定
願
力
火
起
焚
身
。
如

灯
炎
滅
骸
骨
無
遺
。
時
窒
堵
波
便
陥
入
地
。
至
金
輪
際
方
乃
停
住
。
爾
時
世

尊
釈
迦
牟
尼
無
上
正
法
。
於
此
三
千
大
千
世
界
永
滅
不
現
。
(『大
正
蔵
』
巻

四
九
、

一
三
頁
中
～
下
)

入
滅
に
際
し
た
釈
尊
か
ら
正
法
の
護
持
を
託
さ
れ
た
十
六
羅
漢
と
そ
の

諸
々
の
春
属
た
ち
は
、
十
歳
ま
で
低
下
し
た
人
寿
が
、
刀
兵
劫
の
後
、

漸
く
百
歳

に
ま
で
増
え
至
る
と
、
世
間
に
顕
れ
来
た
っ
て
無
上
の
正
法

を
説
く
。
人
寿
が
六
万
歳
に
な
る
と
、
正
法
は
世
に
流
行
し
七
万
歳

の

時
、
そ
れ
以
後

の
仏
法
弘
通

の
役
目
を
遺
身
駄
都
す
な
わ
ち
釈
迦
の
舎

利
に
託
し

て
十
六
羅
漢
は
無
余
涅
槃
に
入
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
よ
り

正
法
は
永
く
滅
す
る
の
だ
、
と

『法
住
記
』
は
記
す
。
こ
こ
に
十
六
羅

漢
と
世
尊

の
舎
利
と
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、

『羅
漢
供
用
講
式
文
』
は
多
く

の
部
分
で

『法
住
記
』

の
記
載

に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
門

「明
興

隆
利
益
」
お
よ
び
第
三
門

「明
福
田
利
益
」
に
お
け
る
同
書
か
ら
の
抄

出

・
引
用
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
尤
も
十
六
羅
漢
思
想
自
体
が

『法
住
記
』
に
端
を
発
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
記
載
に
従

っ
て
式

文
が
編
ま
れ
る
こ
と
は
至
極
当
然
な
こ
と
と
考
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
十
六
羅
漢
と
世
尊
の
舎
利
と

の
関
連
は
こ
こ
に
知
り

得
て
も

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
に
お
い
て

「供
世
尊
舎
利
」
と
し
て

一

門
設
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
積
極
的
に
舎
利
供
養
を
す
べ
し
と
す
る
所
以

は
、
『法
住
記
』
か
ら
の
み
で
は
今

一
つ
見
え
て
こ
な
い
。

二

残
念
な
が
ら
道
元
禅
師
撰

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
は
断
簡
で
あ
る
故

に
、
第
四
門
の
冒
頭
部
以
降
を
欠

い
て
お
り
、
第
五
門
の
文
言
は
残
さ

れ
て
い
な

い
。
し
か
し
塋
山
禅
師

(
一
二
六
八
～

一
三
二
五
)
の

『塋
山

和
尚
清
規
』
巻
上

「月
中
行
持
」
に

『羅
漢
供
養
式
』
が
収
さ
れ
て
お

り
、
そ
の

「講
式
」
は
道
元
禅
師

の
そ
れ
に
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
は
道
元
禅
師
自
身
に
よ
る
修
訂

・
加
筆
が
多
く

存
す
る
草
稿
本

で
あ
る
が
、
そ
の
修
訂
前
の
文
言
と
塋
山
禅
師
の

「講

式
」
を
比
較
す
れ
ば
、
若
干

の
言
句
の
相
違
は
あ
れ
ど
も
、
ほ
ぼ
等
し
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い
と
言
え
る
程
で
あ
る
。
因
み
に
、
宝
治
三
年

(
一
二
四
九
)
元
日
に

永
平
寺
方
丈
に
於

い
て
羅
漢
供
養
が
営
ま
れ
た
際

の
奇
瑞
を
記
す

『十

六
羅
漢
現
瑞
記
』
か
ら
は
、
そ
れ
迄

に
羅
漢
供
養
が
永
平
寺
に
て
数
度

営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

な
く
草
稿

の
段
に
止
ま
っ
た
故
に
、
『塋
山
和
尚
清
規
』
所
収

の

『羅

漢
供
養
式
』
の
式
文
は
修
訂
前

の
そ
れ
に
ほ
ぼ
等
し
い
様
相
を
示
す
の

か
も
し
れ
な
い
。
今
は
推
測
を
述
べ
る
の
み
と
す
る
が
、
と
ま
れ
、
塋

山
禅
師

の

『羅
漢
供
養
式
』
に
よ
っ
て
道
元
禅
師

の

『羅
漢
供
養
講
式

文
』
に
お
け
る
欠
損
部
分
の
補
完
は
、
そ
の
修
訂
箇
所
を
度
外
視
す
れ

ぼ
或

る
程
度
可
能
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「供
世
尊
舎
利
」
を
明
か
す
第

五
門
を

『
羅
漢
供
養
式
』
か
ら
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
五
明
供
世
尊
舎
利
者
。
羅
漢
現
住
世
間
。
護
末
世
人
法
者
。
世
尊
在
世
昔
。

盤
付
属
故
也
。
然
託
羅
漢
哀
我
等
。
猶
広
大
恩
徳
也
。
況
遺
金
剛
舎
利
。
利

益
迷
党
。
豊
不
報
謝
乎
。
双
林
之
暮
。
流
慈
患
大
悲
涙
。
菩
薩
声
聞
付
属
我

等
。
五
濁
之
朝
留
堅
固
骨
舎
利
。
神
変
利
益
施
作
仏
事
。
在
世
滅
後
之
哀
。
生

身
砕
身
之
恵
。
不
可
得
而
称
者
也
。
傍
為
仰
無
窮
之
利
益
。
(『曹
洞
宗
全
書
』

宗
源
下
、
四
六

一
頁
上
)

こ
の
前
半
部
分
は
、
先
に
見
た

『法
住
記
』
所
説
の
護
法
の
次
第
に

準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
半
部
分
に
記
さ
れ
る
、
五
濁
悪
世
に
世

尊

の
舎
利

が
仏
事
を
作
す
と
い
う
思
想
は

『法
住
記
』
に
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
世
尊
の
舎
利
を
供
養
す
る
意
義
は
こ
こ
に
明
ら
か
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
人
寿
七
万
歳
に
至
る
と
十
六
羅
漢
は
後
の
護
法
の
役
目

を
釈
尊

の
舎
利
に
託
し
無
余
涅
槃
に
入
り
、
そ
の
時
よ
り
正
法
は
永
滅

不
現
と
な
る
、
と

『法
住
記
』
は
説
く
が
、
そ
の
舎
利
が
以
後
仏
事
を

な
す
と
い
う
思
想
が
付
加
さ
れ
、
そ
れ
が
五
門
中
の

一
門
と
し
て
強
調

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「正
法
の
永
滅
不
現
」
と
い
う
終
末
論
的
色

合

い
が
払
拭
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

三

道
元
禅
師
の

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
に
関
し

て
、
そ
の
撰
述
に
は
古

く
よ
り
二

つ
の
説
が
存
す
る
。

一
つ
は
瑞
長
書
写
本

『建
撕
記
』
の
奥

書
に
記
さ
れ
る
栄
西
撰
述
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
確
認
す
る
為
の
資
料

は
ほ
ぼ
皆
無
に
等
し
く
、
論
証
に
至
ら
な
い
の
で
今
は
置
く
。
も
う

一

つ
は
面
山
瑞
方

(
一
六
八
三
～

一
七
六
九
)
が

『洞
上
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』

巻
五

(『曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
二
〇
五
頁
下
)
に
指
摘
す
る
、
明
恵

(
一

一
七
三
～

一
二
三
二
)
の

『四
座
講
式
』
か
ら
の
略
合
説

で
あ
る
。
原
田

弘
道
氏

(
「羅
漢
講
式
考
」
『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
十

一
号
、
一
九
八
○

年
)
や
東
隆
眞
氏

(「道
元
禅
師
と
羅
漢
講
式
に
つ
い
て
」
『印
度
学
仏
教
学

研
究
』
三
一
巻
二
号
、
一
九
八
三
年
)
は
、

こ
の
面
山

の
指
摘
に
対
し
て

慎
重
な
態
度
を
示
す
。
即
ち
、
そ
の
組
織

・
構
成
等
に
共
通
点
を
見
出

し
得
て
も
、
文
章
表
記
が
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し

『羅
漢
供
用
講
式
文
』
と

『四
座
講
式
』
は
、
十
六
羅
漢
と
世
尊
の

舎
利
の
威
徳
が
等
し
く
賛
嘆
さ
れ
る
と
い
う
点

で
非
常
に
近
似
し
た
構

造
を
有
し
て
い
る
。
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『四
座
講
式
』
に
お
け
る

「十
六
羅
漢
講
式
」
及
び

「舎
利
講
式
」
の

関
連
も

『法
住
記
』
に
依
拠
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

る
。
明
恵

は

『擢
邪
輪
』
巻
中

(『浄
土
宗
全
書
』
巻
八
、
七
〇
八
頁
上
～

七
〇
九
頁
下
)
に

『法
住
記
』
の
文
言

(前
掲
箇
所
に
同
じ
)
を
引
き

「刀

兵
劫
後
」
と
い
う
説
を
支
持
す
る
。
ま
た

「十
六
羅
漢
講
式
」
に
も

『法
住
記
』
か
ら
の
引
用
が
、
『羅
漢
供
養
講
式
文
』
の
そ
れ
と
同
様
に
、

同
箇
所

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は

「舎
利
講
式
」
で
は
ど
う
か
。

「舎
利
講
式
」
の
第

一
段

「総
讃
舎
利
功
徳
」
に
は
、
次
の
よ
う
に

『悲
華
経

』
巻
七
、
諸
菩
薩
本
授
記
品
第
四
之
五

(『大
正
蔵
』
巻
三
、
二

一
二
頁
上
)
か
ら
の
取
意
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

悲
華
経
中
説
舎
利
利
益
。
三
災
劫
末
時
。
為
琉
璃
宝
珠
。
従
金
剛
際
出
。
上

至
阿
迦
尼
旺
天
。
雨
種
種
花
。
当
其
雨
花
時
。
復
出
種
種
微
妙
音
。
空
声
無

相
声
無
作
声
等
。
作
如
此
仏
事
。
令
無
量
無
辺
衆
生
於
三
乗
中
令
得
不
退
転
。

乃
至
於
五
仏
世
界
微
塵
数
大
劫
中
亦
復
如
是
。
(『大
正
蔵
』
第
八
四
、
九
〇

五
頁
上
～
中
)

こ
こ
に
、
世
尊
の
舎
利
が
仏
事
を
作
す
と
い
う
説
の
根
拠
を
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
坂
東
性
純
氏
は

「明
恵
上
人

の
釈
尊
観
」

(『大
谷
学

報
』
五
八
巻
二
号
、

一
九
七
八
年
)
に
お
い
て
、
『擢
邪
輪
』
巻
中

(『浄

土
宗
全
書
』
巻
八
、
七

一
二
頁
下
～
七

一
四
頁
上
)
に
も
引
か
れ
る

『悲
華

経
』
の
記
述
が
、
明
恵

の
舎
利
観
の
中
核
を
成
し
て
お
り
、

「舎
利
講

式
」
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
道
元
禅
師

の

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
に
も
同
様

の
指
摘
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
『悲
華

経
』
諸
菩
薩
本
授
記
品
に
語
ら
れ
る
宝
海
梵
志
の

「五
百
誓
願
」
は
、

中
世
に
お
け
る
釈
迦
如
来
信
仰
、
就
中
、
舎
利
信
仰
の
大
き
な
後
ろ
盾

で
あ
っ
た
。
道
元
禅
師
も

『正
法
眼
蔵
』
に

『悲
華
経
』
の
文
言
を
引

用
し
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
関
し
て
は
既
に
論
考
を
試
み

(
「『正
法
眼

蔵
』
に
引
用
さ
れ
る

『悲
華
経
』
と

『釈
迦
如
来
五
百
大
願
』
に
つ
い
て
」
『曹

洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
二
九
号
、

一
九
九
八
年
)
、
そ
こ
に
対
浄
土
思
想

的
な
思
考
が
存
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
た
の
だ
が

『法
住
記
』
の

「刀
兵
劫
後
」

の
思
想
に
、
世
尊

の
舎
利
が
仏
事
を
作
す
と
い
う

『悲

華
経
』
の
説
を
折
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
「正
法

の
永
滅
不
現
」

の
見
解

を
超
克
し
よ
う
と
す
る
か
の
如
き

『羅
漢
供
養
講
式
文
』
の
構
成
を
見

る
と
き
、
末
法
思
想
を
否
定
せ
ん
と
す
る
姿
勢
を
こ
こ
に
も
窺

い
知
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

『四
座
講
式
』
と

『羅
漢

供
養
講
式
文
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ

の
思
想
的
構
造
を
対
比
さ

せ
な
が
ら
、
今

一
度
論
ぜ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
紙
数
も
尽
き

た
故
、
機
を
改
め
て
考
察
を
述

べ
る
こ
と
と
し
、
本
稿
を
結
ぶ
。

(細
註
略
)

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

十
六
羅
漢

、
舎
利

、
道
元
、
明
恵
、
『法
住
記
』
、
『悲
華
経
』

(曹
洞
宗
総
合
研
究

セ

ン
タ
ー
研
究
員
)
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